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九大理 松 田 博 嗣
生物の特徴の一つは自己複製能をもっ I)NAの存在である｡ I)NAはbasesequence
(BS)によって特徴づけられる｡ 複製 によってDNAに親子関係が生 じ,親子のDNA
の BSはほぼ同一であるが,或確率で互に異なる｡ このような一般的性質をもつ系の
特質を調べる第一歩 として,次のようなモデルDNAを考える｡
DNAの BSは (01,02)〔ua- ±1,α-1,2〕によって特徴づけられ,各




さて, 2r)親等距 った2個体 i,jの
T(aij)とするとき, Tα- T(-±1)
(i) (j)
oaをそれぞれoji),oB)とし, oa o｡ ≡
となる確率は
pT(n)-言(1+TA2n), (A ≡ - 2q) (1)
となる｡ 1つのDNAのN世代目の子孫のDNAの集団から,任意に2つのDNA 良,
Zを抽出したとき, T(1ke)- Tlなる条件下で, T(2kf)- T2である確率をP(72J
･l)とするo P(T2FTl)は Tlに顕著に依存するであろうか ?すなわち,ここで



















となり, (2)よりrlr2は互に正の相関をもつことが判るo ただし 0< 1-A- 2q
くく1であるから,Z二1でない場合はこの相関は弱い｡




( 1 - 2y ) ( 1 -y)2
A2(N十1)
1
となるので, y 二 す , すなわち Z = 1+4qの場合に限-て , Tl と T2は著 しい
相関をもち得ることが判る｡
不規則 Bethe格子の局在電子状態
九大 ･理 ･生物 石 井 一 成
Abou-Chacra･Anderspn,Thoulessの Self-consistentTheoryof
Localization 〔1〕 が Bethe格子については厳密な理論であると主張されている
ので,その大要を批判的に紹介したO 彼らの結論によると,配位数 Z の Bethe格子に
おけるAn der.son模型 (最近接格子点間のみに trar)sferenergyVをもち, site
energy enは互いに独立な確率変数で,巾W の一様分布 をするtigh tbinding
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